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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
奨学金継続願の提出、適格認定とは何かを少し詳しく説明します。

奨学金継続願の提出とは、
・毎年１回、来年度の奨学金の継続を希望するかしないかを機構に提出することです。
・過去1年間の学業成績等を振り返って、奨学生としての自覚を再認識する機会です。
・また、自身の経済状況や将来の返還を考慮しながら、奨学金の必要性や適正な貸与月額を判断する重要な機会です。

適格認定とは、
・皆さんが提出した「奨学金継続願」の内容と学業成績等を総合的に審査し、必要な措置をとることです。
・（従って、）「奨学金継続願」を提出したからといって、必ずしも継続して貸与される訳ではありません。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それぞれの流れの主なポイントです。

①「貸与額通知書」の内容を確認したら、繰返しになりますが、これまでの経済状況等を振り返りつつ、将来の返還を見据え、奨学金の必要性について判断してください。

②「『奨学金継続願』入力準備用紙」にある設問に対して、事前に下書きしておくと、間違いも少なくスムーズに入力できます。
　また、注意事項等をよく読んだうえで「入力準備用紙」を作成するようにしてください。

③スカラネット・パーソナル（インターネット）から学校が定める期限までに「奨学金継続願」を提出（入力）します。
　提出にあたり、スカラネット・パーソナルに新規登録しておく必要があります。
　まだ登録が済んでいない場合は、早目に登録を済ませておいてください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
手続き上の大きな留意点として２点、説明します。

①（１点目）期限までに奨学金継続願の提出がないと、「廃止」となり奨学生の資
格を失います。来年４月以降の奨学金は振込まれなくなりますので、期限を厳守し
てください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
手続き上の大きな留意点として２点、説明します。

①（１点目）期限までに奨学金継続願の提出がないと、「廃止」となり奨学生の資
格を失います。来年４月以降の奨学金は振込まれなくなりますので、期限を厳守し
てください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
手続き上の大きな留意点として２点、説明します。

①（１点目）期限までに奨学金継続願の提出がないと、「廃止」となり奨学生の資
格を失います。来年４月以降の奨学金は振込まれなくなりますので、期限を厳守し
てください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
手続き上の大きな留意点として２点、説明します。

①（１点目）期限までに奨学金継続願の提出がないと、「廃止」となり奨学生の資
格を失います。来年４月以降の奨学金は振込まれなくなりますので、期限を厳守し
てください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
手続き上の大きな留意点として２点、説明します。

①（１点目）期限までに奨学金継続願の提出がないと、「廃止」となり奨学生の資
格を失います。来年４月以降の奨学金は振込まれなくなりますので、期限を厳守し
てください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
手続き上の大きな留意点として２点、説明します。

①（１点目）期限までに奨学金継続願の提出がないと、「廃止」となり奨学生の資
格を失います。来年４月以降の奨学金は振込まれなくなりますので、期限を厳守し
てください。
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